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日
本
人
の
少
子
化
が
止
ま
ら
な

く
な
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
９
年

に
出
生
数
が
５
万
３
０
０
０
人
も

減
少
し
て
、
一
挙
に
90
万
人
割
れ

を
起
こ
し
、
当
時
の
安
倍
晋
三
総

理
が
国
難
だ
と

叫
ん
だ
ば
か
り

だ
と
い
う
の

に
、
22
年
に
は

も
う
80
万
人
以

下
と
い
う
レ
ベ
ル
に
ま
で
減
少
し

て
い
る
の
で
す
。

　

実
は
、
こ
の
数
字
を
上
げ
る
の

は
も
う
ほ
と
ん
ど
不
可
能
だ
と
考

え
ま
す
。
現
在
、
20
歳
～
40
歳
の

女
性
層
は
１
２
９
７
万
人
い
ま
す

が
、
20
年
後
に
こ
の
年
齢
層
に
達

す
る
現
在
１
歳
～
19
歳
の
女
性
は

１
０
０
７
万
人
し
か
お
ら
ず
、
２

９
０
万
人
も
出
産
年
齢
層
の
女
性

が
減
少
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

　

も
う
一
つ
の
側
面
は
、
特
に
男

性
の
非
正
規
雇
用
化
の
増
大
に
よ

る
「
職
の
不
安
定
化
と
貧
困
化
に

よ
る
非
婚
化
」
で
、
50
歳
時
点
で

の
男
性
の
未
婚
率
は
ど
ん
ど
ん
上

昇
し
て
、
最
近
で
は
30
％
近
く
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、

男
性
の
有
配
偶
率
は
30
歳
か
ら
34

歳
の
年
齢
層
で
、
正
規
雇
用
で
は

59
％
で
す
が
、
非
正
規
雇
用
で
は

22
・
３
％
、
パ
ー
ト
・
ア
ル
バ
イ

ト
で
は
15
・
７
％
と
ず
い
ぶ
ん
低

い
の
で
す
。

　

不
安
定
な
非
正
規
雇
用
で
は
、

長
い
年
月
に
わ
た
っ
て
安
定
し
た

収
入
が
前
提
と
な
る
「
結
婚
し
て

子
供
を
持
つ
こ
と
」
に
踏
み
切
れ

な
い
の
で
す
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、

直
近
の
22
年
の
デ
ー
タ
で
も
、
正

規
雇
用
が
前
年
比
12
万
人
も
減
っ

て
、
非
正
規
雇
用
が
13
万
人
も
増

え
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
れ
で
少
子
化
の
解
決
策
は
、

子
ど
も
手
当
ア
ッ
プ
だ
と
か
出
産

費
用
支
援
な
ど
だ
け
で
は
な
い
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。
異
次
元
の
対

策
と
い
う
の
な
ら
、
も
っ
と
問
題

の
本
質
に
切
り
込
ん
で
ほ
し
い
も

の
で
す
ね
。

少
子
化
の
本
当
の
原
因

進
む
道
の
駅
と
の
連
携

　
「
景
色
も
大
切
な
資
源
」
―
―

シ
ー
ニ
ッ
ク
の
活
動
を
始
め
た
頃

に
飛
び
込
ん
で
き
た
、
こ
の
キ
ー

ワ
ー
ド
。
私
が
暮
ら
す
知
床
半
島

の
中
ほ
ど
に
位
置
す
る
ウ
ト
ロ
地

域
へ
の
道
路
は
１
本
だ
け
の
国
道

３
３
４
号
で
す
。
猛
吹
雪
や
大
雨

な
ど
の
自
然
災
害
で
通
行
止
め
に

な
り
、
観
光
客
を
含
め
て
陸
の
孤

島
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
世
界
自
然
遺
産
に
も

登
録
さ
れ
た
知
床
半
島
、
そ
の
豊

か
で
美
し
い
雄
大
な
自
然
の
恵
み

に
文
字
通
り「
生
か
さ
れ
て
い
る
」

自
覚
と
誇
り
を
持
つ
地
域
で
す
。

　

た
く
さ
ん
の
自
慢
の
一
つ
が

「
流
氷
」。
こ
ん
な
に
「
流
氷
」
を

間
近
で
見
な
が
ら
ド
ラ
イ
ブ
で
き

る
道
路
は
、こ
こ
だ
け
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
冬
季
間
の
除
雪
作
業

で
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
雪
が
積
み
重

な
っ
て
で
き
る
壁
が
、
そ
の
景
観

を
妨
げ
て
し
ま
う
た
め
「
ガ
ー
ド

レ
ー
ル
の
雪
か
き
」
を
地
域
の
み

ん
な
と
18
年
前
に
ス
タ
ー
ト
。
２

０
１
５
年
に
は
国
土
交
通
省
の

「
手
作
り
ふ
る
さ
と
賞
」
を
受
賞
、

22
年
に
は
さ
ら
に
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
プ
ラ
ス
し
て
大
賞
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
「
日
本
風
景
街
道
」
を
北
海
道
で
は
「
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ

イ
」
と
呼
び
ま
す
。
北
海
道
は
広
い
の
で
、
現
在
は
各
エ
リ
ア
14

の
ル
ー
ト
に
別
れ
て
活
動
し
て
い
ま
す
＝
２
面
の
「
こ
と
ば
」
参

照
。
広
い
北
海
道
で
、
各
地
域
を
つ
な
ぐ
「
道
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
拠
点
と
し
て
の
「
道
の
駅
」
を
含
め
た
、
つ
な
が
り
か
ら
生

ま
れ
た
私
た
ち
の
活
動
を
、
少
し
ご
紹
介
さ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
桜
井
あ
け
み
・
東
オ
ホ
ー
ツ
ク
シ
ー
ニ
ッ
ク
バ
イ
ウ
ェ
イ
連
携

会
議
代
表
）

国土学アナリスト
　

北海道の「シーニックバイウェイ」

ガードレールの雪かきに参加した仲間たち

　

ロ
ゴ
マ
ー
ク
は
コ
シ
ノ
ジ
ュ
ン
コ
さ
ん
が
手

が
け
、
日
本
の
象
徴
富
士
山
を
モ
チ
ー
フ
に
、

歴
史
や
文
化
が
道
路
を
介
し
て
未
来
へ
と
続
い

て
い
く
こ
と
へ
の
願
い
を
こ
め
て
表
現
し
た
。

昨年度の手づくり郷
土賞で大賞を受賞

寒
さ
も
吹
き
飛
ば
す
和
気
あ
い
あ

い
の
雪
か
き

■タメルラボの特長
▽大容量
　�最大１万 2000Wh の大容量で長期間バック
アップを実現
▽ソーラーパネル充電　自然エネルギー充電可能
▽安全性
　各種安全認証規格取得
▽簡易操作
　誰でも使える簡単設計
▽超軽量
　軽量だから持ち運び自在
▽いつでも・どこでも
　平時、有事も場所の制限なく使用可能

大容量ポータブルバッテリー Tameru Lab．（タメルラボ）
　

生
活
・
生
存
に
「
電
力
」
は
不
可
欠
で
す
が
、
自
然

災
害
発
生
地
の
大
半
で
停
電
が
お
こ
っ
て
い
ま
す
。
水

や
食
料
は
備
蓄
さ
れ
て
い
て
も
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
（
電
気
）

の
備
え
」
は
脆
弱
で
す
。

　

医
療
機
器
、
冷
暖
房
、
通
信
、
照
明
等
、
多
く
は
電

気
で
動
き
、
時
に
命
に
直
結
し
ま
す
。

　

大
容
量
ポ
ー
タ
ブ
ル
バ
ッ
テ
リ
ー
【Tam

eru Lab.

（
タ
メ
ル
ラ
ボ.

）】
で
、「
防
災
道
の
駅
」
が
災
害
時
に

人
々
の
命
を
守
れ
る
よ
う
お
手
伝
い
し
て
ま
い
り
ま

す
。

キ
ャ
リ
ー
ケ
ー
ス
の
よ
う
に
持
ち
運
び
も
自
由

みついし
大野克之駅長

　マリンレジャーの拠点三石海浜公園内

北海道新ひだか町三石鳧舞 161-2
国道 235 号　TEL.0146-34-2333

にあり、オートキャンプやデイキャンプ場、露天
風呂から太平洋を一望できるみついし昆布温泉「蔵
三」、宿泊施設、レストランなどが立ち並んでいます。
特産品販売センターも設けられ、全国ブランドの日
高昆布など名産品を求めるお客様でにぎわいます。

はなわ
佐藤光一駅長

　東北最南端の道の駅。緑の芝生や季

福島県塙町塙桜木町 388-1
国道 118 号　TEL.0247-44-0123

節の花々が整備され、目の前に流れる久慈川はお
客様に安らぎを与えてくれます。あくまでも地産
にこだわり、安心・安全で新鮮、安価な自慢の
品がいっぱい並んでいます。ヘルシーな刺身こん
にゃく、コンニャク餅、ダリアソフトも人気です。

花の里いいじま
北原秀美マネージャー

　山岳県長野県のなかでも、南アルプ

長野県飯島町七久保 2252
県道 15 号　TEL.0265-86-6580

ス、中央アルプスのふたつのアルプスを望むこ
とができる絶好の立地が自慢。山々をくぐり抜
けてきた伏流水は豊富な農産物を育み、安全で新
鮮な野菜や果実を主とした直売所は人気スポッ
トで、往き交う人々に憩いの空間を提供します。


